
埋設物を様々な対象物にあわせて徹底調査 

埋設物の位置・方向・深度を探知可能！ 

HILTI PS-1000 RIDGID Ｘ線工事 
シークテック 

  SR-20 



現在の探査状況について 

 いままでは、電磁波レーダー方式にて深度=300mmま
での埋設物探査を行っておりましたが、埋設等の種類
（鉄筋、電配）が区別出来ず、一括にて埋設判断をし
ておりました。 

 

 現在弊社では、日本エマソン製品のシークテック
SR-20及びＸ線等などを併用して、2重3重の調査を行
い電配等を発見した場合は、重点的に調査をして現在
ではなかなか確認できなかった、電配等も確立の高い
発見率を誇っております。 

 

 



埋設物調査費一覧 
1、X線工事 

 深度=300mmまでの対応となります。 

 ※但し、床及び300mm以上の柱、梁、壁、反対面にフイルムが貼れない 

 場所等は、不可となります。 

 1/日 ¥90,000-  フイルム1枚 別途 ¥2,000- (当日施工最大枚数25枚) 

 

 

2、RCレーダー波探査 

 おもに、X線工事が不可及びX線等の放射線が使用出来ない 

 人払い等が出来ない場所にて使用致します。 

 深度=300mmまでの対応となります。 

 1/日 ¥85,000-   （現場状況確認の上、平米打ち合わせ） 

 

 

3、電磁波探査 

 ラジオ波の発生している活電線等を探査致します 

 地中にある水道管や排水管も探知します 

 ガス埋設管調査では鋼管はもちろんロケーティングワイヤーも探知します  

 1/日 ¥60,000-  (現場状況確認の上、平米打ち合わせ) 

 

  

4、RCレーダー波探査＋電磁波探査 

 鉄筋及び活電線の両方を同時に探査をします。 

 1/日 ¥100,000-  (現場状況確認の上、平米打ち合わせ) 
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